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１．はじめに 

小田急江ノ島線の藤沢本町～藤沢駅間に位置する石積み擁壁（以下，本擁壁という）は，図１に示すとおり，営

業線に近接した法高 9.7m，勾配 1：0.35 の切土前面に構築されている．本擁壁は，積み石のはらみ出しを伴う連続

的な水平亀裂が生じており，健全性の低下が懸念された．そこで，本擁壁に対して各種調査を行い，変状原因の究

明および健全度判定を行った．本稿では，各種調査結果および健全度判定について述べる． 

２．各種調査結果と健全度判定 

石積み擁壁の変状は，外的な要因による擁壁の安定性低下に起因する

場合と，擁壁構成部材の劣化に起因する場合に大別できる．そのため「鉄

道土留め擁壁の検査・修繕の手引き」1)を参考に，本擁壁について，（1）

目視調査，（2）測量調査，（3）地質（形式）調査，（4）衝撃振動試験，

（5）土質調査を実施し，各種調査の結果を総合的に判断し，健全度判

定を行った． 

(1) 目視調査 

図 2･3 に示すように，本擁壁の最下段において，延長約 20m にわたり

水平亀裂が連続的に生じていた．また，天端部においては背面の地盤が

陥没していた．                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図 2．石積擁壁の変状                 図 3．目視調査結果 

(2)測量調査およびはらみ出し変位量 

本擁壁のはらみ出しの状態を確認するこ

とを目的として，測量調査を行った．その結

果，図 4 に示すように B-B断面付近において，

はらみ出し変位量 2)最大 82mm が確認された

ことに加え，亀裂が集中している石積み擁壁

一段目の中腹より上部においてはらみ出し量

が大きい傾向が確認された．           図 4．石積み擁壁一段目におけるはらみ出し変位量 
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水平亀裂 約 20m 

はらみ出し変位量最大 82 ㎜ 

図 1 線路断面図 
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(3)地質（形式）調査 

補強仕様の検討を行う際に必要となる形式（空積み・

練積み）を確認することを目的として，本擁壁の積み石

の目地部からコア削孔を図 3 に示す 4 箇所で行った．そ

の結果，全ての削孔箇所の孔内に裏込めコンクリートの

施工が確認されたため，本擁壁は練積み構造であると判

断できた．また，削孔 No,4 において，削孔後の目視調査

を行ったところ，水平亀裂が表面から 200mm 程度の深さ

まで生じていることが確認された． 

(4)衝撃振動試験 

擁壁の振動特性による健全度指標を得ることを目的と

して，衝撃振動試験 3)（以下，本試験という）を 4 箇所

実施した．本試験により得られた応答波形から，スペク

トル面積およびスペクトルスコアを算出し，振動特性を

整理した．その結果，図 5 に示すとおり，全ての試験結果

は健全と不健全の境界付近に位置していることが確認さ

れた． 

(5)土質調査 

補強仕様の検討を行う際の土質諸定数の把握および変

状原因の推定を行うことを目的として，本擁壁の天端およ

び前面から土質調査を実施し，背面地盤の分布を推測した．

土質調査は，天端から標準貫入試験および動的コーン貫入

試験を，前面からは簡易貫入試験を行った．その結果，図

6 に示すとおり，本擁壁背面はＮ値 2.5 程度の緩い砂質土

層で構成されており，当該土層からの土圧の作用が変状の

原因である可能性が高いと推察された． 

(6)健全度判定 

本擁壁は，積み石のはらみ出しを伴う連続的な水平亀裂

が生じていることに加え，地質（形式）調査の結果から，

水平亀裂は本擁壁表面から 200mm 程度の深さまで達して

いることが確認された．また，これらの変状は背面に存在

する砂質土層からの土圧の作用が原因の一つであると考

えられた．以上のことから，複数の変状が発生しているこ

と，石積み構造であり変状が急速に進行する恐れがあるこ

と，ならびに法高が高く崩壊した際の復旧に時間を要する

ことを総合的に鑑み，健全度Ａ1 判定とした． 

３．おわりに 

積み石のはらみ出しを伴う連続的な水平亀裂が生じ，健全性の低下が懸念された石積み擁壁について，各種調査

を行い，変状原因の究明および健全度判定を行った．最後に, 公益財団法人鉄道総合技術研究所 基礎土構造研究室

および地盤防災研究室の方々に多大な支援を頂き，各種調査および健全度判定について成果をあげることができた．

ここに深く感謝申し上げます． 
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図 5．衝撃振動試験結果 

図 6．土質調査図 
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